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先週の月曜日はお弁当を持たせていただき、水曜日は落雷の危険があり、引き取り下校でお忙しい中お子さんを
迎えに来ていただいたこと等、急な対応を誠にありがとうございました。心より感謝申し上げます。
水曜日は、昼の時点で運動場に設置した温度計が３６度となり、ＷＢＧＴ指数も「危険」を表示していました。
市の教育委員会からの連絡もあり、午後は子どもたちの屋外活動を中止としました。大変厳しい天候状態が続きま
す。子どもたちの安全を第一に活動を行っていきます。今後ともご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

伊勢湾台風から６０年

福祉実践教室

学校の様子から

弥富市歴史民俗資料館で、「いま、伝えたい記憶」展が開かれています。そこで得た資料も紹介しながら、朝
礼で、伊勢湾台風について話をしました。３．９ｍの高さまで水が来たこと、子どもたちは疎開したこと、復興
の様子などを話しました。開治小学校の「思い出の学び舎」という冊子には、栄南小学校の児童が疎開してきた
ことが書かれているそうです。私たちは、栄南学区の被害が大きかったこと、児童が２９名亡くなったことを決
して忘れず、語り継いでいかねばなりません。子どもたちは、真剣に話を聞いていました。

１・２年生が音楽担当の上田先生に歌うときの息の吸い方や声の出し方を教えてもらいました。今週
は子どもたちも室内で過ごしたり、水分補給をこまめにしたりして頑張りました。月曜日のお弁当は
どの学年もとても楽しそうでした。

今年度は、５年生が「点字・車いす」６年生が「視聴覚ガイドヘルプ・手話」の体験を行いました。「思い出
してごらん」という冊子をもとに、「相手の立場に立った手助け」をどう行うとよいのかについて学びました。
貴重な体験となりました。


